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あ
な
た
の
街
の

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
事
柄
を
取
り

上
げ
、
法
律
の
面
か
ら
弁
護
士
が
解
説
し

ま
す
。
今
回
は
、
「
熟
年
離
婚
」
に
つ
い

て
で
す
。
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法法
律律
相相
談談

～第６回～

Ａ
）
離
婚
の
際
、
相
手
方
に
財
産
分
与
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
財
産
分
与
と

は
、
離
婚
に
際
し
、
婚
姻
期
間
中
に
夫
婦

が
協
力
し
て
築
い
た
財
産
を
分
け
合
う
も

の
で
す
。

　

例
え
ば
、
夫
婦
の
ど
ち
ら
の
名
義
の
預

貯
金
な
ど
で
あ
っ
て
も
、
婚
姻
期
間
中
に

得
た
財
産
な
ら
分
け
合
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
預
貯
金
な
ど
の
ほ
か
に
も
、
保
険
解

約
返
戻
金
や
退
職
金
な
ど
の
プ
ラ
ス
の
財

産
も
分
与
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
マ
イ

ナ
ス
の
財
産
も
対
象
と
な
り
得
ま
す
の
で
、

こ
の
点
は
土
地
建
物
な
ど
の
分
与
と
絡
め

て
よ
く
協
議
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
）
私
（
妻
）
は
、
結
婚
30
年
目
で
子
育

て
が
一
段
落
し
ま
し
た
。
故
あ
っ
て
、
夫

と
離
婚
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
生
活
が
心
配
で
す
。

Ｑ
）
夫
が
婚
姻
期
間
中
に
相
続
し
た
不
動

産
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
財
産
分
与
の

対
象
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ
）
財
産
分
与
の
対
象
財
産
は
、
あ
く
ま

で
婚
姻
期
間
中
に
夫
婦
の
協
力
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
財
産
で
あ
り
、
結
婚
前
に
形

成
さ
れ
た
財
産
や
結
婚
後
で
あ
っ
て
も
相

続
な
ど
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
は
、
特
別

の
事
情
が
な
い
限
り
、
財
産
分
与
の
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
）
私
（
妻
）
は
、
子
育
て
な
ど
の
理
由

で
働
い
て
い
な
い
時
期
が
あ
り
、
も
ら
え

る
年
金
が
少
な
い
た
め
、
老
後
の
生
活
が

不
安
で
す
。

Ａ
）
中
高
年
の
離
婚
の
場
合
、
離
婚
後
の

高
齢
単
身
女
性
は
十
分
な
収
入
を
確
保
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
離

婚
後
の
生
活
保
障
を
図
る
た
め
、
年
金
分

割
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
離
婚
後
、

妻
ま
た
は
夫
で
あ
っ
た
者
の
請
求
に
よ
り
、

被
用
者
年
金
部
分
が
分
割
さ
れ
ま
す
。
分

割
割
合
は
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、

１
対
１
と
な
り
ま
す
が
、
当
事
者
間
の
合

意
に
よ
り
、
異
な
る
分
割
割
合
と
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
請
求
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

年
金
事
務
所
や
弁
護
士
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　

（
文
責
：
弁
護
士　

鈴
木　

陽あ
き
ひ
ろ大
）
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みんなで声がけ いのちを守る とわだセーフコミュニティみんなで声がけ いのちを守る とわだセーフコミュニティ 問セーフコミュニティ推進室☎516777

今日も無事でいてほしい今日も無事でいてほしい

一人ひとりがセーフコミュニティの一員
みんなで事故やけがを予防しよう

　市は、市内の外科や整形外科の７医療機関の協力
により市民の皆さんのけがの状況を調査しています。
　平成23年１月から平成24年12月までの２年間の調
査では、けがなどにより医療機関を受診した2,649人
のうち、約３割の759人が自宅内で受傷していまし
た。
　自宅内の主な受傷内容（図１参
照）は、約３割が「転倒」となって
います。転倒受傷者を年代別にみる
と（図２参照）０～４歳の乳幼児、
65歳以上のかたに多く、年代が高くなるほど症状が
重くなる傾向があります。

自宅内の受傷内容図１
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年齢別自宅内の転倒受傷者図２

転倒
33％

切る、刺す
22％接触、衝突

12％

やけど
11％

転落
10％

虫刺、咬傷
４％

誤飲
３％

その他
５％

　自宅内で転倒した場所は特に０～４歳は「居間」
が多く、65歳以上のかたは「居間」「寝室」「玄
関」で転倒する割合が高くなっています。
　常に居間や寝室などの整理整頓を心掛け、玄関や
階段などに手すりを付けるなど自宅内のけが予防に
取り組みましょう。

▶自宅内のけが予防に取り組もう

▶岡本整形外科クリニック
▶小嶋外科胃腸科▶さとる
整形外科クリニック▶田島
クリニック▶十和田外科内
科▶十和田第一病院▶十和
田市立中央病院
（平成25年２月１日現在）

調査協力医療機関
　次の医療機関で調査を
行っていますので、ご協
力をお願いします。
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